
 

 

多賀城市 

コミュニケーション支援ボード 

マニュアル 

 

 

避難所用 

 

コミュニケーション支援ボードとは、言語・聴覚・

知的などの障害のある方、外国人や高齢者の方などが

言葉でうまく意思や状況を伝えられない場合に、イラ

ストを指さししたり、筆記をしながら意思疎通をはか

るツールです。 

多賀城市観光協会 

キャラクター たがもん コミュニケーション支援ボードの使い方 

 

何か困っていたり、何か伝えたいことがあるときには、正面にまわって注意を引い

てから、ゆっくり、やさしく、声をかけてください。 

言葉の意味が通じていない時や相手が何を言っているかわからない時に「どうしました

か？」とコミュニケーション支援ボードを見せながら聞いてみてください。  

相手にコミュニケーション支援ボードを指さしてもらうことで、意思を確認してく

ださい。  

指さしが困難な方には、支援者から指さして、その反応を表情や動作によって確

認してください。  

言葉が話せなくても、文字が書ける方もいます。コミュニケーション支援ボード

のホワイトボード（水性ペン使用）を使ってみてください。  
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